
平成２０年１０月の解説（府県天気予報） 

 

【１０月の天候状況】 

 上旬は北日本では天気が短い周期で変化しましたが、東・西日本では晴れの日が多くな

りました。中旬はほぼ全国的に晴れの日が多くなりました。下旬の前半は北日本から西日

本にかけて天気は周期的に変わりましたが、後半には北日本を中心に冬型の気圧配置とな

り北・東日本の日本海側では曇りや雨の日が続きました。南西諸島では晴れの日が多くな

りました。 

月を通しての日照時間は南西諸島では平年より多くなりましが、その他の地方ではほぼ

平年並となりました。降水量は北日本と西日本の日本海側では平年より少なくなりました。

気温は全国的に平年より高くなりました。 

 

【１０月の検証結果】 

17 時発表の天気予報で「降水の有無」の全国平均の適中率は、明日予報で 86％と例年

（注）より 3ポイント高く、明後日予報でも 83％と例年より 3ポイント高くなりました。地

域毎の適中率では、明日予報はほとんどの地方で例年より高くなりました。明後日予報も

ほぼ全ての地方で例年より高くなりました。明日の最高気温の予報誤差はほとんどの地方

で例年より小さく、全国平均では例年より 0.2℃小さい 1.5℃でした。また、最低気温の予

報誤差もほとんどの地方で例年より小さく、全国平均では例年より 0.1℃小さい 1.4℃でし

た。 

      （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【１０月の天気予報から】 

  10 月 27 日は、大陸にある高気圧に西から緩やかに覆われる一方で、前面に寒気を伴っ

た上空の気圧の谷が日本海を東へ進む影響で、東京地方では日中はよく晴れていましたが、

夕方から区部を中心に雷雨となり、竜巻注意情報も発表されました。気象庁のある大手町

では、17時前から18時過ぎまでの間に雷を伴って４ｍｍの雨を観測しました（図1、図2）。 

 この日、朝 5時に発表した東京地方の天気予報は、「晴れ、夕方から曇り。所により夕方

から夜のはじめ頃雨で雷を伴う。」というものでした。予報官は、数値予報や観測資料を基

に、雷雨となる可能性が高いと考えましたが、雨は東京地方全域で降るのではなく局地的

な雨と判断して、予報表現としては「所により」を用いました。また、朝 5時前に雷注意

報を発表し、落雷や突風、急な強い雨に注意を呼びかけました。これだけ見れば、天気予

報は当たったと言えそうですが、予報が外れたとの苦情がいつもより多く寄せられました。 

 その理由は、前日 26 日の 17 時に発表した東京地方の天気予報が「晴れ、夕方から夜の



はじめ頃曇り」と、雨や雷の表現が無かったためと考えられます。天気予報を発表する段

階では、関東地方の上空を寒気を伴った気圧の谷が通過するものの、予報官は雲が広がる

程度で雨や雷雨となる可能性は低いと判断していました。このような上空の寒気に伴う雷

雨のような現象は、短い時間に局地的に発生することが多いため、前日から予報に表現で

きない場合もあります。 

 前日の 17 時に発表した天気予報を見ていた方は、27 日の天気予報は「外れ」となりま

すが、天気予報は 05 時、11 時、17 時の 1日 3 回発表していますので、できるだけ新しい

天気予報をご利用下さい。 

なお、テレビの天気予報では予報期間の代表的な天気を１つないし２つのマークで示し

ます。したがって、局地的な雨のような予報は天気予報のマークだけからは読み取れない

こともあります。特に雨に注意が必要な場合には、マークだけではなく降水確率や天気分

布予報、解説などにも注意していただくことをお奨めします。 

今後も、より早い段階から的確な天気予報が発表できるよう事例解析や調査を行い、予

報精度の向上に取り組んでいきます。 
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月の天気予報の利用にあたって】 

ら冬にかけては、落ち葉が側溝に詰まり水の通りが悪くなっていることがあります。

が悪くなっているところに大雨が降ると、付近より低くなっている土地では道路の

家屋への浸水などの被害が起こりやすくなります。この時期に大雨が降るような情

表された場合には、排水に不具合がないことを確認して大雨に備えましょう。  


